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１．経緯 

（１）2012年度「実践的防災まちづくりコーディネーター養成講座」 

を受講した神奈川県建築士会女性委員会メンバー（委員長：浦さ 

ん）から養成講座・白田リーダーへの建築士会ワークショップ協 

力要請に対応して打ち合わせを開始。だるま役員会で協力了承。  

（2013年 3月） 

（２）内容について合意。（2013年 4月） 

①5/9女性委員会メンバーへの勉強会 

テーマ：「HUGとは、ファシリテーターとは」 

     講師：白田さん・中村(俊)さん 協力：成松さん        (5/9勉強会 於：建築士会) 

  ②7/20ワークショップ 「建築士の日」一斉運動（建築士の日：毎年 7/1） 

共催：建築士会女性委員会・防災委員会、防災塾・だるま 

テーマ：防災・減災について考えよう～HUGから学ぶ～ 

講師：白田さん・中村(俊)さん 講評：荏本塾長 協力：池田さん・高松さん・成松さん 

      

２．ワークショップ（報告） 

日時：2013年 7月 20日(土) 13:30～17:00 

場所：横浜市開港記念館  

参加人数：39名 

ワークショップ名：「建築士の日」一斉運動  

防災・減災について考えよう～HUGから学ぶ～ 

進行：13:30     開会あいさつ（建築士会） 

   13:40～14:30  避難所に関する講義                          （講師：白田さん） 

    

14:40～15:50  避難所運営ゲームHUG 

                        講義：「HUGとは？ゲームの前提条件」 

            6グループ（各 6名）に分かれて 

            各グループにはファシリテーター 

            アイスブレーキングから 

役割分担を（リーダー・記録・発表） 

           カードを読み上げゲーム開始 

（講師：中村(俊)さん） 

神奈川県建築士会女性委員会・防災委員会ワークショップ（報告） 

「建築士の日」一斉運動 

防災・減災について考えよう～HUGから学ぶ～ 

2013年 7 月 20日(土) 
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（ゲームはハツラツと展開）    （女性中心のグループも）  （対応・意見・課題などの山が） 

  右端：浦 女性委員会リーダー 

 

16:00～16:40  発表（各グループ）   

・悩ましい問題も（車・ペット・トイレ・・） 

・想定通りにはならない、 

それぞれに対応は臨機応変しかない 

・イマジネーション・シミュレーション 

→マニュアル・ルール、訓練、役割分担 

 

講評：荏本塾長 

・本当の災害時には、切迫した状況下で避難所を運営しなければならない、 

対応に決まったものがあるわけではない。 

・経験・体験が重要だが、チャンスがない 

→ゲームや訓練を通じてイマジネーションを養い対応力を高める 

・建築士会と防災塾・だるまのコラボレーションも継続することに意義！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに：東 建築士会防災委員長       おつかれさまでした！ 

        ～今後も防災・減災の取組みを～ 

 

 

 

 

                                     （記録：成松） 


